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●本庄市児玉郡医師会立本庄市休日急患診療所
　☎ 23- ３３２２

　本庄市保健センター内で、内科系の比較的症状が軽く、
入院の必要がない方の診療を行います。
※診療以外に関する問い合わせ・電話相談はご遠慮ください。

▼診療日	 日曜・休日・年末年始（12/30 ～１/３）・
	 平日木曜日夜間

▼診療時間	 午前９時～正午､午後１時～４時､午後７時
	 ～10時(平日木曜日夜間は午後８時～10時)

●在宅当番医療機関　▶診療時間  午前９時～正午
７月７日㈰ 松本産婦人科医院 千代田１丁目 ☎ 24- ３３７７
７月14日㈰ 森田整形外科クリニック 小島 ☎ 23- １６１０
７月15日㈷ よしはら整形外科 児玉町長沖 ☎ 73- １５７５
７月21日㈰ 飯塚耳鼻咽喉科医院 上里町神保原町 ☎ 34- ２３１３
７月28日㈰ 飯塚内科産婦人科 栄１丁目 ☎ 24- ６３１１
８月４日㈰ 五十嵐整形外科医院 若泉１丁目 ☎ 24- ２３１３

●困ったときは電話相談を！
ほんじょう健康相談ダイヤル 24（相談料・通話料無料）
☎ 0120-122-885
　健康・医療・出産・育児・介護などの相談、医療機関
情報の提供を行います。（市内在住者が対象）

▼受付時間　24 時間・年中無休

埼玉県救急電話相談（通話料利用者負担）
☎＃ 7119
　救急医療相談に看護師が対応します。健康相談・育児
相談には対応しません。（大人・小児共通）
※ IP 電話、ひかり電話、ダイヤル回線からは☎ 048-824-4199

▼受付時間　24 時間・年中無休
下記の電話番号からも救急電話相談が利用できます。
○大人の救急電話相談　＃ 7000
○小児救急電話相談　＃ 8000又は☎ 048-833-7911

休日・夜間の急病のときは…

医療メモ 本庄市児玉郡歯科医師会「フッ化物洗口について」

★ 119番は緊急時（火災やけが人など）の受付専門電話番号です。医療機関情報については、児玉郡市広域消防本部指
令課☎ 24- １１１９でご案内していますのでご利用ください。診療科目によっては県外や児玉郡市以外の病院をご案内
する場合もあります。

　フッ素とフッ化物について
　フッ素は、海水や河川水、土壌をはじめとするあらゆる
自然界のものの中にフッ化物として存在しているもので
す。自然界には、天然の元素が92種類あり、フッ素はその
うちの１つです。用途に応じていろいろな化合物として利
用されていますが、むし歯予防には、フッ化ナトリウム等
が用いられています。
　フッ素は、骨や歯の発育に必要な微量元素であり、人は
食物や飲み物から毎日摂取しています。また、人間の体は
元素で作られていて、フッ素は、13番目に多い元素です。
ちなみに鉄は12番目で、亜鉛は15番目です。体重50㎏の人
の体には約２ｇのフッ素が存在しています。
　フッ化物によるむし歯予防のメカニズム
①フッ化物が歯に取り込まれることにより、エナメル質が
強化され、酸にとけにくい強い歯になります。（結晶性
が改善され、フルオロアパタイトの生成がおこなわれ、
歯が硬く、強くなります）
②フッ化物は、むし歯になりかかった歯から溶け出したカ
ルシウムなどが再び歯の表面に戻ろうとする作用（再石
灰化）を助け、歯の修復を促進します。（再石灰化の促進）

③フッ化物の抗菌作用により、むし歯菌の働きを抑え、酸
の生産を抑制します。（細菌の酵素作用の抑制）

　フッ化物洗口とは
　１週間に１～２回、低濃度のフッ化物の水溶液７～ 10ml
を約１分間ブクブクうがいすることで、むし歯を予防する
方法です。40 ～ 60％のむし歯予防効果があります。また、
できてしまったむし歯の進行も抑制します。
　フッ化物洗口は安全なの？
　よく心配されることは、公害の時に指摘されるフッ化物
です。このフッ化物は、アルミニウム精錬工場などから排
出される強酸のフッ化水素（HF）などです。これに対し
てむし歯予防のフッ化物は、一般にフッ化ナトリウム（N
ａＦ）が使用されます。同じ元素でも結びつくものが違え
ば、その性質は大きく異なります。
　歯みがき・健診は大切に
　フッ化物洗口をしているからと安心して、歯みがき等を
いい加減にすることは本末転倒です。歯みがきをすること
が基本で、フッ化物洗口は補助的なものです。フッ化物洗
口をしているからと油断せずに、かかりつけ歯科医での定
期健診もしっかり受診しましょう。

※健康保険証を持参してください。
※夜間の診療は午後９時45分までに受付をしてください

みんなの健康ガイド
健やかで安心して暮らせるまちへ
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○暑くなる日は要注意
　熱中症は、暑い環境に長時間さらされること
により発症します。梅雨明けで急に暑くなる日
は、体温が暑さに慣れていないため要注意です。
また、湿度が高いと体からの汗の蒸発が妨げら
れ、体温が上昇しやすくなります。早めに涼し
いところに避難しましょう。

○水分をこまめに補給
　大量の汗をかいたら、水分とともに塩分も摂
りましょう。アルコール飲料は、かえって体内
の水分を出してしまい危険です。高齢者は暑さ
やのどの渇きを感じにくくなるため、のどが渇
く前に、こまめに水分を補給しましょう。寝る
前も忘れずに！

○周りの人にも気配りを
　自分のことだけでなく、ご近所で声を掛け合
うなど、周りの人の体調にも気を配りましょう。
スポーツ等行事を実施するときは気温や参加者
の体調を考慮して熱中症を防ぎましょう。

熱中症予防の 5 つのポイント
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　スマートフォンやパソコンからご利用いただ
けます。ご活用ください。
○利用者がチャット形式のフリー入力で相談し
　た内容をもとに、可能性のある症状をご案内
○利用者が選択した症状について、「今すぐ救急
　車を呼びましょう」といった緊急度を判定
○症状によっては、家庭での対処法を助言
○スマートフォン利用で、チャット画面から埼
　玉県救急電話相談や１１９番への電話が可能
http://www.pref.saitama.lg.jp/a0703/
aikyukyu.html

★埼玉県医療整備課地域医療対策
　担当☎０４８-８８３０-３５５９

※７月21日の飯塚耳鼻咽喉科医院の診療は、県事業により午後５時まで
実施します。

チャット形式でAI救急相談
埼玉県で７月19日から試行導入

○高齢者は上手にエアコンを
　高齢者や持病のある方は、暑さで徐々に体力
が低下し、室内でも熱中症になることがありま
す。節電中でも上手にエアコンを使い、部屋の
温度に気をつけましょう。
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○「体調がおかしい！？」と思ったら病院へ
　熱中症は、めまい、頭痛、吐き気、倦

けんたい
怠感な

どの症状から、ひどい時には意識を失い、命が
危険になることもあります。「体調がおかしい」
と思ったら、涼しいところに避難し、医療機関
に相談しましょう。


